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●元々の分流部の構造は、一の荒手と二の荒手の間に水を溜めて、洪水の勢い

を受け止めるものであった。こうした津田永忠の技術を検証しつつ、歴史的

構造物を保存・継承する視点が必要・・・

２－１．分流部の変遷

２－２．築造当時における地盤高（河道）の推測

２－３．「一の荒手」と「二の荒手」の越流高さ

２－４．一の荒手の背後

２－５．一の荒手より下流の暗渠

２－１．分流部の変遷

２－２．築造当時における地盤高（河道）の推測

２－３．「一の荒手」と「二の荒手」の越流高さ

２－４．一の荒手の背後

２－５．一の荒手より下流の暗渠
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２－１．分流部の変遷２－１．分流部の変遷

・ 一の荒手～二の荒手間は、ほとん

ど水田が残っており、概ね築造当時

の状況と推測される。

・ 周辺堤防、背割堤、一の荒手、二の

荒手も築造当時の状況と考えられる。

・ 旭川にて、著しい土砂の堆積が見ら

れる。

・ 水衝部となる周辺堤防を補強してい

る。

・ 越流部周辺の草地化の進行が見ら

れる。

・ 旭川にて、著しい砂利採取の状況が

見られる。

・ 背割堤は未改修の状況であるが、

一の荒手における越流部を強化（コ

ンクリート化）している。

・分流部より下流の旭川左岸にて、堤

防整備を行っている。

旭 川旭 川 土砂の堆積

旭 川旭 川

一の荒手一の荒手
二の荒手二の荒手

亀の甲亀の甲

亀の甲亀の甲

周辺堤防周辺堤防

背割堤背割堤

一の荒手一の荒手

二の荒手二の荒手
亀の甲亀の甲

亀の甲亀の甲

周辺堤防周辺堤防

背割堤背割堤

百間川百間川

百間川百間川

堤防の補強

草地化

越流部の強化

土砂の堆積

概ね築造当時の状況

砂利採取

堤防整備

砂利採取

昭和22年の様子昭和昭和2222年の様子年の様子

昭和45年の様子昭和昭和4545年の様子年の様子
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・ 河道内の水田は全て無くなり、 グラ

ウンド利用が見られる。

・ 二の荒手より下流にて、堤防、河道

を整備中の状況である。

・ 背割堤は、未改修の状況である。

・中島大池の現存が確認できる。

・ 周辺堤防、中島竹田橋の整備及び

二の荒手より下流での堤防、低水路

整備が完了している。

・ 一の荒手～二の荒手の間に、維持

用水（１ｍ3/ｓ）を流すための低水路

を設けている。

・中原川への逆流を防ぐための締切

堤防の整備が完了している。

・背割堤は、未改修の状況である。

旭 川旭 川

一の荒手一の荒手

二の荒手二の荒手
亀の甲亀の甲

亀の甲亀の甲

周辺堤防周辺堤防

背割堤背割堤

百間川百間川

堤防、河道を整備中

水田の消失

旭 川旭 川

一の荒手一の荒手

二の荒手二の荒手
亀の甲亀の甲

亀の甲亀の甲

周辺堤防周辺堤防

背割堤背割堤

百間川百間川
堤防整備済

堤防・河道整備済

締切堤防
整備済

昭和55年の様子昭和昭和5555年の様子年の様子

平成16年の様子平成平成1616年の様子年の様子
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T.P.（m）

12.8 13.0 13.2 13.4 13.6 13.8 （百間川縦断距離）

9.230（旭川11.4ｋ）
9.430（旭川11.6ｋ）

9.610（旭川11.8ｋ）
9.810（旭川12.0ｋ）

10.000（旭川12.2ｋ）

5.10

W=1.0ｍ

5.04

2.29

4.063.953.96
3.76

3.65

3.04
3.403.283.443.25

3.04

3.19

2.752.782.922.76

4.60

12.1012.01

11.23
10.92 10.97

12.50

11.23 11.34 11.38
11.61 11.68 11.82

堤防高さ

5.66

4.83
4.60 4.51

4.49

5.33

4.85

4.564.33

4.02

4.69

4.14

5.255.28

5.90
6.12

5.54
5.35

5.08

5.76

6.87

5.28

5.59

4.59

4.19

5.82

5.50

5.73 5.75

4.21

7.02 7.14

6.66

9.35

8.52
8.39

7.52
7.207.18

8.968.93

8.69

8.74

8.35
8.248.37

8.09

11.55

堤防（背割堤）高さ

高水敷高（左岸）

高水敷高（右岸）

亀の甲 亀の甲
一の荒手

二の荒手

背割堤の穴

周辺堤防高

背 割 堤 高

旭川本川側
計画高水位

低 水 路
河 床 高

亀の甲 一
の
荒
手

亀の甲

二
の荒
手

旭　川

百間川

背割堤の穴

２－２．築造当時における地盤高（河道）の推測２－２．築造当時における地盤高（河道）の推測

・ 現状における「高水敷の高さ」は、右岸、左岸とも上流側にて、１～２ｍ程度
低い状況である。

【平面】

●●現在（平成現在（平成1616年）の状況年）の状況

【縦断】

◆写真：平成１６年 ◆測量：平成１６年

平成
16年

平成
16年

昭和
51年

昭和
51年

昭和
48年

昭和
48年

昭和
22年

昭和
22年

※越流頻度は、5年に1回程度

※平成10年洪水に、戦後最大規模の洪水が発生
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【平面】

【縦断】

●●昭和昭和5151年当時の状況年当時の状況

◆測量：昭和５１年

・水田が全て草地化した直後と考えられる昭和51年当時の地盤高さも、平成

16年の現状と同様に、上流側（水色の部分）が１～２ｍ程度低い状況で、

洪水時に減勢池の機能を果たしていたと推測される。

※越流頻度は、5年に1回程度

※測量前（S48～S51.7）における大規模な洪水は、未発生

※測量直後（S51.9）に、大規模な洪水が発生

草草 地地
草草 地地

草草 地地草草 地地
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T.P.（m）

12.8 13.0 13.2 13.4 13.6 13.8 （百間川縦断距離）

5.96.0
6.6

5.1

4.5

6.2

4.4
5.05.10

W=1.0ｍ

亀の甲 亀の甲
一の荒手

二の荒手

背割堤の穴 河道地盤高
(S51）

河道地盤高
(S48）

背 割 堤 高
(H16)　

※ Ｓ ４ ８ も
　概ね同様

高 水 敷 高
（右岸：H16）

低水路河床高
（Ｈ１６）

5.9

11.0

8.8

8.2

8.3

8.3

8.3

5.6
5.6

4.0

5.1

7.1

9.2

4.5

6.2

3.3

6.4

6.6

10.2 10.6
10.5

10.9

4.4

5.2

5.5
5.0

4.2

5.5

亀の甲 一
の
荒
手

亀の甲

二の荒手

旭　川

百間川

背割堤の穴

・水田が草地化してきている昭和48年（写真：昭和45年）当時の地盤高さも、

上流側にて、１～２ｍ程度低い状況である。

●●昭和昭和4848年当時の状況年当時の状況

◆写真：昭和４５年 ◆測量：昭和４８年
【平面】

【縦断】

水水 田田

水水 田田水水 田田
草草 地地

草草 地地

※測量前10年以内に大規模な洪水が多発

（S38,40,42,43,46,47）
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T.P.（m）

12.8 13.0 13.2 13.4 13.6 13.8 （百間川縦断距離）

5.96.0
6.6

6.2

5.10

W=1.0ｍ

亀の甲 亀の甲
一の荒手

二の荒手

背割堤の穴

河道地盤高
（S48）

河道地盤高
（S22推測）

背 割 堤 高
(H16)　

※ Ｓ ２ ２ も
　概ね同様

低水路河床高
（Ｈ１６）

亀の甲
一
の
荒
手

亀の甲

二の荒手

旭　川

百間川

背割堤の穴

一の荒
手

ニの荒
手

後楽
園

旭
川

●●昭和昭和2222年当時の状況年当時の状況 ≒≒ 築造当時の状況築造当時の状況

（推測：昭和（推測：昭和4545年撮影の写真との比較より）年撮影の写真との比較より）

◆写真：昭和２２年

・昭和22年における下流側の水田の状況は、昭和48年測量当時と概ね同様である。

・また、上流側の水田は、その後、休耕田が草地化したものと考えられ、昭和48年測量当時と同

様に、下流側より1～２程度低い地盤高であったと推測される。

【築造当時の分流部のイメージ】

【平面】

【縦断】

減勢機能を持った水田群減勢機能を持った水田群
水水 田田

水水 田田

水水 田田
水水 田田

※写真撮影前に大規模な洪水が発生（S20）

◎築造当時における分流部の構造は、一の荒手と二の荒手の間に水を溜めて、洪水

の勢いを受け止めるものであったが、上流側の水田部は若干低く、この部分が、

減勢機能を果たしていたと考えられる。

減勢機能を持った水田群減勢機能を持った水田群
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２－３．「一の荒手」と「二の荒手」の越流高２－３．「一の荒手」と「二の荒手」の越流高

一の荒手一の荒手

7.3m7.3m

8.9m8.9m
亀の甲（下流側）亀の甲（下流側）

越流部越流部

低水路河床低水路河床
（越流部直下）（越流部直下）

●●現況現況

・越流高 ： 約 7.3ｍ

・低水路河床高：約 3.8ｍ（高低差：約3.4ｍ）

※昭和９年の改修計画にて、河道内の耕作地へ配慮する観点

から、一の荒手の越流高を80cm高くする計画（越流頻度1回/

年⇒１回/5年）があり、その後、嵩上げされたと推測される。

※また、明治５年地租条例制定以来、百間川の取入口を高くし、

一面河床を有祖地として田畑を開墾したと記録されている。

（岡山市百年誌）

●●昭和９年以前昭和９年以前

・越流高 ： 約 6.4ｍ（現況より90cm低い）

・推定河床高：約 4.8ｍ（高低差：約1.6ｍ）

約約3.8m3.8m

【一の荒手越流部の現況】

低水路（浄化用水）低水路（浄化用水）

【一の荒手付近縦断】



2
0 ※築造当時、二の荒手天端上に１尺（約30cm）の仮土堤が築かれて

いたと記録されている。（備陽記：1721年）

※なお、二の荒手上流側には、築造当時より道路が隣接し、中島竹

田橋の整備前（平成6年頃）まで残っていた。

二の荒手二の荒手

●●現況現況

・二の荒手天端高： 約6.1ｍ

・上流側高水敷高： 約5.7ｍ（二の荒手との高低差約0.4ｍ）

・越流高（低水路部）： 約5.0ｍ

●●昭和昭和2222年当時年当時

隣接道路隣接道路

【二の荒手の様子：現況】

約約6.1m6.1m
約約6.1m6.1m

約約6.6m6.6m

約約5.0m5.0m

約約5.7m5.7m

・二の荒手天端高： 約6.1ｍ（現況と同様）

・隣接道路高： 約6.6ｍ（一の荒手越流高より高い：約6.4ｍ）

・上流側水田高： 約5.9ｍ（隣接道路との高低差：約0.7ｍ）

（二の荒手との高低差：約0.2ｍ）

【二の荒手の様子：中島竹田橋整備前】

【二の荒手付近縦断】
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２－４．一の荒手の背後２－４．一の荒手の背後

●一の荒手と二の荒手間の元々の構造は、水を張った状態で、減勢池や

護床工なしに、緩やかなスロープで洪水を入れていたのでは・・・

亀の甲

亀の甲

維持用水を

流すための低水路

維持用水を

流すための低水路

昭和45年の様子昭和昭和4545年の様子年の様子

平成16年の様子平成平成1616年の様子年の様子

旭 川旭 川

・維持用水の導入以前は、越流部の直直

下流が築山状の地形下流が築山状の地形となっている。

昭和40年洪水時の越流状況からも、

越流部直下流が少し高くなっている

様子が確認できる。

・また、築山状の地形背後は、広大な

減勢池としての機能を果たしていた

と推測さられる。
亀の甲

亀の甲

旭 川旭 川

減勢池機能減勢池機能

今在家地区

今在家地区

今在家地区

旭川旭川

百間川百間川
築山状の地形築山状の地形

【昭和40年洪水の様子】

【断面イメージ：低水路の整備前後】

築山状の地形築山状の地形

【一の荒手背後の様子：現況】

7.2m7.2m

8.9m8.9m

亀の甲（下流側）亀の甲（下流側）

越流部越流部
低水路河床低水路河床
（越流部直下）（越流部直下）

約約3.8m3.8m

5.5m5.5m

ﾃﾄﾗﾎﾟｯﾄﾃﾄﾗﾎﾟｯﾄ

低水路低水路
（浄化用水）（浄化用水）

明星堰明星堰

築山状の地形一の荒手築山状の地形一の荒手

背割堤背割堤

4.0m

5.0m

6.0m

7.0m7.3m

5.5m

5.00 10.0ｍ5.00 10.0ｍ

1

2

1

2

昭和9年以前の越流部高：6.4ｍ昭和9年以前の越流部高：6.4ｍ
昭和45年ごろの地形 現在の地形

低水路（現在）
3.8m

1 :
2.0

1 : 6
.0

改修計画
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２－５．一の荒手より下流の暗渠２－５．一の荒手より下流の暗渠

●一の荒手より下流500ｍ辺に暗渠があり、戦前は掃

除していたと聞いている。非常に重要な機能が

あったのでは・・・
一の荒手
下流側の穴

一の荒手
下流側の穴
（天端高：5.10）

・グランド高：5.90

昭和45年の様子昭和昭和4545年の様子年の様子

平成16年の様子平成平成1616年の様子年の様子

旭 川旭 川

旭 川旭 川

百間川百間川

百間川百間川

二の荒手

二の荒手

二の荒手

二の荒手

【百間川側の現況】【旭川側の現況】

・周辺の水田地盤高（約6.0m）に対し、暗渠の天端高が１

ｍ程度低い状況であり、一の荒手と二の荒手の間に溜

まった水や、用水を排水する目的と推測される。

・5.9

・5.5 ・6.4

・5.6

背割堤高 8.09ｍ

暗渠天端高 約5.1ｍ水田高 約6.0ｍ

暗渠幅 約1.0ｍ

【暗渠の断面イメージ：百間川側より】




